
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2015

6 月 23 日㈫、兵庫県民会館において「第 65 回 通常総会」を開催。2014 年度活動報告、2015 年度活動計画（案）
など 5 つの議案について審議し、すべての議案が可決されました。（関連ページ P.3）
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広
島
で
被
爆
二
世
と
し
て
生
ま
れ
、
ピ

ア
ノ
調
律
師
と
し
て
の
道
を
志
し
、
そ
し

て
今
、
恒
久
平
和
の
た
め
に
核
兵
器
廃
絶

を
強
く
願
い
続
け
て
い
ま
す
。

消
防
士
だ
っ
た
父
は
、
爆
心
地
か
ら

8
0
0
m
で
被
爆
。
倒
壊
し
た
消
防
署
の

中
で
意
識
不
明
と
な
り
、
重
症
を
負
い
な

が
ら
も
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
が
、
長

年
体
調
不
良
に
苦
し
み
ま
し
た
。
母
は
、

黒
い
雨
に
打
た
れ
ま
し
た
。

原
爆
は
非
人
道
無
比
で
、
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
る
も
の
は
何
も
無
い
。
そ
し
て
、
近
年
、

核
兵
器
が
世
界
に
蔓
延
し
人
類
の
危
機
が

迫
っ
て
い
る
な
か
で
、
核
兵
器
廃
絶
は
人

類
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
私
の
使
命
で
も

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
調
律
師
と
し
て
大
手
ピ
ア
ノ
メ
ー

カ
ー
等
を
経
て
1
9
9
3
年
に
独
立
。
そ

の
傍
ら
、
壊
れ
た
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

ピ
ア
ノ
を
福
祉
施
設
な
ど
に
寄
贈
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
で
約
19
年
前
に
原
爆
で
被
爆

し
た
ピ
ア
ノ
の
修
理
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

被
爆
し
た
ピ
ア
ノ
の
表
面
に
は
、
ガ
ラ

ス
片
で
傷
つ
い
た
跡
や
鍵
盤
な
ど
も
損
傷

し
て
い
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
当
時
の
ま

ま
の
音
色
を
伝
え
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

修
復
に
は
最
低
限
の
補
修
だ
け
に
留
め
ま

し
た
。
ま
た
、
音
楽
に
は
国
境
が
な
く
、

被
爆
し
た
ピ
ア
ノ
の
音
色
を
多
く
の
人
に

聞
い
て
も
ら
い
た
い
、
平
和
を
伝
え
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
自
ら
運
転
す
る
ト
ラ
ッ

ク
に
ピ
ア
ノ
を
載
せ
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
続

け
る
う
ち
に
、
支
援
し
て
く
れ
る
仲
間
や

平
和
へ
の
思
い
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
拡

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
全
国

で
通
算
1
、
2
5
0
回
を
超
え
る
コ
ン
サ
ー

ト
を
実
施
。
海
外
で
も
2
0
1
0
年
に
ア

メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
2
0
1
1

年
に
は
ア
フ
リ
カ
・
ル
ワ
ン
ダ
で
も
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

も
の
で
、
支
援
し
て
い
た
だ

い
た
仲
間
や
家
族
の
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
成
し
得
た
結
果

だ
と
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
知
り
合
っ

た
人
々
か
ら
、
何
度
と
な
く

「
日
本
は
世
界
で
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
り
、
原
爆
の
破
壊

を
知
る
証
人
と
し
て
、
全
世

界
に
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る

資
格
と
条
件
が
揃
っ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
強
く
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。

原
爆
投
下
か
ら
70
年
。
先

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連

本
部
で
「
核
不
拡
散
条
約

（
N
P
T
）
再
検
討
会
議
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
核
兵

器
廃
絶
へ
の
道
は
、
ま
だ
ま

だ
遠
い
の
が
現
状
で
す
。
広

島
・
長
崎
の
被
爆
者
の
み
な

ら
ず
、
世
界
の
人
々
が
協
力

し
て
原
爆
や
戦
争
で
苦
し
ん

だ
り
、
悲
し
ん
だ
り
す
る
こ

と
の
な
い
平
和
な
世
の
中
に

し
て
、
負
の
遺
産
や
連
鎖
だ

け
は
、
次
世
代
に
引
き
継
が

せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

広
島
で
被
爆
二
世
と
し
て
生
ま
れ
、
被
爆

ピ
ア
ノ
と
と
も
に
歩
む
調
律
師
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ヤガワ楽器調律センター
矢川ピアノ工房　ピアノ調律師

矢川　光則
（やがわ・みつのり） 被爆ピアノと私

2 ．想点
3 ．兵庫県生協連　第65回通常総会報告／
　　2015年度活動計画
4 ．第1回理事会報告／新執行体制
5 ．単協通信　生活クラブ生活協同組合都市生活／
　　2014年度第7回理事会報告／会員生協 単協人事

6 ．協同組合のかけ橋
7 ．兵庫県のページ／ヨッシーの窓
8 ．「H27年度消費者支援功労者表彰」受賞の報告／
　　事務局人事異動／県連日誌／編集後記

主催：兵庫県生活協同組合連合会　　後援：神戸市教育委員会・神戸新聞社

広
島
被
爆
ピ
ア
ノ

　平
和
コ
ン
サ
ー
ト

広
島
被
爆
ピ
ア
ノ

　平
和
コ
ン
サ
ー
ト

【お問い合わせ】 兵庫県生活協同組合連合会　TEL 078-391-8634　FAX 078-392-2059　メール hyogo@kobe.coop.or.jp

“招待券”のお申込み方法〔ご招待人数は300名です〕
「お名前・年齢」・「〒（郵便番号）・ご住所」「電話番号」「ご同伴者（2名まで）の
お名前・年齢」「ご利用の生協名」を明記のうえ、【ハガキ】【FAX】【メール】にて、
以下の方法にてご応募ください。

♪お子様もご一緒にご参加いただけます。　　♪応募者多数の場合は抽選。
♪発　表：ご当選の方には7月末日までに招待ハガキにてお知らせします。
個人情報は招待券発行以外には使用いたしません。

〒650-0011　神戸市中央区下山手通4丁目16-3　県民会館4階
兵庫県生活協同組合連合会「広島被爆ピアノ平和コンサート」係　まで
078-392-2059

ハガキでのお申込み

FAXでのお申込み メールでのお申込み

♪出演予定

２
０
１
５
年
８
月
23
日（
日
）

13
時 

開
場
／
13
時
半 

開
演

兵
庫
県
民
会
館
９
階 

け
ん
み
ん
ホ
ー
ル

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
５

締め切り

当日消印有効
7月15日（水）

hyogo@kobe.coop.or.jp 入場
無料

（招待券が必要です）

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
４
丁
目
16
番
３
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
７
８-

３
２
１-

２
１
３
１（
代
）

日
時

場
所

矢川  光則
(矢川ピアノ工房）
矢川  光則
(矢川ピアノ工房）

ジュニアコーラス・ティンカーベル＆レインボージュニアジュニアコーラス・ティンカーベル＆レインボージュニア

森須  奏絵
ピアノ

森須  奏絵
ピアノ

大島  久美子
ソプラノ
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2015年度活動計画
〈基本テーマ〉コミュニティー・ネットワークの構築

〜協同が息づく兵庫のまちづくり〜

重 点 課 題
課題1．会員生協の組織・経営基盤の強化に貢献します。
課題2．会員生協間の事業と活動の連携と交流を促進します。
課題3．協同組合間協同の前進をはかります。

課題4．行政ならびに関係諸団体との連携・交流をすすめます。
課題5．くらし、平和、福祉、環境など社会的諸課題に取り

組みます。

兵
庫
県
生
協
連 

通
常
総
会
を
開
催

全
議
案
が
可
決

6
月
23
日
㈫
兵
庫
県
民
会
館
に
お

い
て
、
兵
庫
県
生
協
連
第
65
回
通
常

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

代
議
員
総
数
36
名
中
、
36
名
が
出

席
し
、（
実
出
席
30
名
、
書
面
議
決

6
名
）
2
0
1
4
年
度
活
動
報
告
、

2
0
1
5
年
度
活
動
計
画
（
案
）
な

ど
5
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
兵
庫
県
生
協
連 

事
務

局　

中
尾
ち
と
せ 

の
司
会
で
は
じ

ま
り
、
本
田
英
一 

会
長
理
事
が
「
先

日
、
兵
協
連
は
「
消
費
者
支
援
功
労

者
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
表
彰
」

を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
兵
庫
県
が

歴
代
の
会
員
生
協
と
県
連
の
取
り
組

み
を
評
価
し
て
く
だ
さ
り
推
薦
し
て

い
た
だ
い
た
お
蔭
で
す
。
こ
の
受
賞

を
契
機
に
今
後
の
行
政
、
会
員
生
協

と
の
更
な
る
連
携
に
繋
げ
た
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
来
賓
を

代
表
し
て
兵
庫
県
企
画
県
民
部 

女

性
生
活
局
長 

岡
田 

由
美
子 

様
、
神

戸
市
市
民
参
画
推
進
局 

市
民
生
活

部
長 

清
家 

久
樹 

様
、
兵
庫
県
農
業

協
同
組
合
中
央
会 

常
務
理
事 

高
品 

藤
吉 

様
、
日
本
生
協
連
関
西
地
連 

事
務
局
長 

辻 

祥
行 

様
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
大
会
の
盛
会
と
今
後
の
発
展
を

祈
念
し
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。総

会
で
は
、
生
活
協
同
組
合
コ
ー

プ
こ
う
べ 

理
事 
岡
本 
孝
子 

代
議

員
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
議
事
を
進

行
。
第
1
号
議
案
2
0
1
4
年
度
活

動
報
告
な
ら
び
に
決
算
報
告
及
び
剰

余
金
処
分
案
承
認
の
件
、
第
2
号
議

案
2
0
1
5
年
度
活
動
計
画
お
よ
び

収
支
予
算
案
承
認
の
件
に
つ
い
て 

三
宅 

康
平 

専
務
理
事
か
ら
提
案
・

説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

藤
田 

雄
三 

特
定
監
事
よ
り
監
査
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
購
買
、
医
療
、
大
学
、

共
済
生
協
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
会
員

生
協
か
ら
、
2
0
1
4
年
度
活
動
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
、
コ
ー

プ
自
然
派
事
業
連
合 

佳
山 

洋
子 

代

議
員
か
ら
「
コ
ー
プ
自
然
派
パ
ン
工

房
開
設
」
と
題
し
て
「
豊
岡
市
の

産
直
米
の
米
粉
を
使
用
し
た
『
パ
ン

工
房
』
で
の
パ
ン
づ
く
り
」
に
つ
い

て
。
次
に
、
た
じ
ま
医
療
生
協 

西

垣 

栄 

代
議
員
か
ら
「
創
立
20
周
年

を
迎
え
て
」
と
題
し
て
「
い
く
つ
か

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
活
動
を
続
け

た
20
年
の
歴
史
と
、
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
、
組
合
員
の
活
発
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
」
に
つ
い
て
。
ま
た
、

神
戸
大
学
生
協 

坂
本 

安
弘 

代
議
員

か
ら
「
神
戸
大
学
生
協
2
0
1
4
年

度
活
動
紹
介
」
と
題
し

て
「
大
学
公
認
マ
ー
ク

と
な
っ
た
生
協
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
、
学
生
・
院
生

へ
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
、

就
活
生
へ
の
情
報
提
供

な
ど
」
に
つ
い
て
。
最

後
に
、
尼
崎
市
民
共
済

生
協 

福
崎 

幸
代 

代
議

員
か
ら
は
「
親
し
み
や

す
い
組
合
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
て
「
組
合
員
宅

を
訪
問
し
、
契
約
者
様

の
立
場
に
立
っ
て
接
す

る
“
共
済
募
集
人
”
の
方
々
に
よ
る

地
域
密
着
型
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
1
号
議
案
、
第
2
号

議
案
の
審
議
を
行
い
、
続
い
て
第
3

号
議
案
か
ら
第
5
号
議
案
に
つ
い
て

も
提
案
と
審
議
が
行
わ
れ
、
全
て
の

議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
第
1
回
理
事

会
の
結
果
、
新
し
く
兵
協
連 

副
会

長
に
髙
橋 

秀
行
（
関
西
学
院
大
学

生
協
・
大
手
前
大
学
生
協　

専
務
理

事
）、
専
務
理
事
に
野
間 

誠
（
コ
ー

プ
こ
う
べ　

統
括
部
長
）、
監
事
に 

山
添 

令
子
（
コ
ー
プ
こ
う
べ 

常
務

理
事
）〔
敬
称
略
〕
の
各
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。

第65回

神戸市
清家 久樹 部長

兵庫県
岡田 由美子 局長

兵庫県農業協同組合中央会
高品 藤吉 常務理事

日本生協連 関西地連
辻 祥行 事務局長
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兵協連 第1回理事会報告

Ⅰ．開催日時　2015年6月23日㈫ 
　　　　　　　午後3時43分〜3時53分

Ⅱ．開催会場　兵庫県民会館 11階「1103」

Ⅲ．出 席 者　本田、髙橋、野間、板崎、福島、
　　　　　　　新保、伴、大沼、酒井、嶋、
　　　　　　　藤井（以上、理事）
　　　　　　　藤田、金丸、山添（以上、監事）

●副会長理事、専務理事 互選の件

三役の互選については、理事全員の賛成で下記
の理事が選任された。
副会長理事　髙橋 秀行
専 務 理 事　野間 　誠

●代表理事の選定の件

代表理事の選定については、理事全員の賛成で
下記の理事が就任した。
副会長理事　髙橋 秀行
専 務 理 事　野間 　誠

兵庫県生協連・2015年度 新執行体制 ○新任

役　職 氏　名 単協・役職名 役　職 氏　名 単協・役職名

会長理事 　本田 英一 コープこうべ　組合長理事

理　　事

　酒井 行雄 兵庫労働共済生協　理事長

副会長理事 　髙橋 秀行 関西学院大学生協・大手前大学生協　専務理事 　本多 義弘 近畿労働金庫兵庫地区統括本部 本部長

専務理事 ○野間 誠 コープこうべ　統括部長 　嶋 秀穂 神戸市民生協　専務理事

理　　事

　板崎 聡 神戸医療生協　専務理事 ○藤井 貴浩 兵庫県立大学生協　専務理事

　福島 哲 尼崎医療生協　専務理事

監　　事

　藤田 雄三 姫路市民共済生協　理事長

　新保 雅子 コープこうべ　理事 　金丸 正樹 ろっこう医療生協　専務理事

　伴 智代 コープこうべ　理事 ○山添 令子 コープこうべ　常務理事

　大沼 和世 生活クラブ都市生活　特定監事

～退任の理事～ ～新任の理事～～退任の監事～ ～新任の監事～

木田 克也
コープこうべ

専務理事

山添 令子
コープこうべ

常務理事

野間 誠
コープこうべ

統括部長

藤井 貴浩
兵庫県立大学生協

専務理事左：三宅 康平
前・兵庫県生協連 専務理事

右：寺尾 善喜
前・兵庫県生協連 副会長
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兵
庫
県
民
会
館
け
ん

み
ん
ホ
ー
ル
で
、
5
月

27
日
㈬
14
時
〜
15
時
30

分
開
催
し
ま
し
た
。
生

活
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
月

刊
誌
に
登
場
さ
れ
て
い

た
の
が
き
っ
か
け
で
、

女
優
の
室
井
滋
さ
ん
に

お
話
を
持
ち
か
け
、
思

い
が
け
な
く
絵
本
作
家

の
長
谷
川
義
史
さ
ん
と

神
戸
に
来
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
出
演

交
渉
か
ら
、
当
日
の
開

催
段
取
り
ま
で
、
昨
年

11
月
か
ら
立
ち
上
げ
た

実
行
委
員
会
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
チ
ラ

シ
を
置
い
て
頂
く
所
を
探
し

た
り
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た

り
、
ミ
ニ
コ
ミ
誌
や
新
聞
に

も
掲
載
を
働
き
か
け
、
生
活

ク
ラ
ブ
都
市
生
活
の
名
前
の

周
知
に
一
役
か
い
ま
し
た
。

室
井
さ
ん
と
長
谷
川
さ
ん

と
は
絵
本
を
一
緒
に
書
い
て

お
ら
れ
、
共
著
の
絵
本
2
作

品
を
含
め
、
長
谷
川
さ
ん
の

4
冊
の
絵
本
『
へ
い
わ
っ
て

す
て
き
だ
ね
』『
き
ら
き
ら 

は
・
は
・
歯
』『
し
げ
ち
ゃ
ん
』『
へ
っ
こ

き
よ
め
ど
ん
』
の
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
に
絵
本
を
大
き
く
映
し
出
し
、

声
を
使
い
分
け
た
室
井
さ
ん
の
朗
読
は
素

晴
ら
し
く
、
聞
き
手
の
大
爆
笑
を
さ
そ
っ

た
り
、
胸
に
迫
っ
た
り
で
、
さ
す
が
女
優

さ
ん
。
全
体
の
演
出
も
と
て
も
楽
し
く
、

長
谷
川
さ
ん
と
の
掛
け
合
い
も
軽
妙
で
、

あ
っ
と
い
う
間
の
90
分
で
し
た
。
想
像
力

を
豊
か
に
し
、
心
に
響
き
や
す
い
絵
本
の

価
値
を
再
確
認
し
、
ま
た
元
気
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
特
定
監
事
　
大
沼 

和
世
）

2014年度　兵庫県生協連　第7回理事会報告
Ⅰ．開催日時　2015年6月1日㈪　午後1時55分〜3時20分
Ⅱ．開催会場　兵庫県民会館　12階「1201」
Ⅲ．出 席 者　本田会長理事、寺尾副会長理事、三宅専務理事、板崎理事、髙橋理事、福島理事、新保理事、
　　　　　　　伴理事、酒井理事、嶋理事、本多理事、藤田監事、金丸監事、木田監事

〈協議事項〉
（1）兵協連「定款・規約・規則」の点検結果と修正案について
（2）兵協連2015年度会費額決定について
（3）第65回通常総会・
　①2号予定議案「2015年度収支予算案の件」
　②3号予定議案「役員選任規約一部変更の件」
　③4号予定議案「役員補充選任の件」

（4） 兵協連専務理事による兵庫労働共済生協理事および全労
済兵庫県本部経営委員就任の件について

〈報告事項〉
（1）2014年度決算監査（5/26）実施報告

（2）第65回通常総会およびレセプションの運営について
（3） 第65回通常総会終了直後に行われる第1回理事会議題に

ついて
（4） 「分野別生協からの状況報告」について、各出席理事・監

事に報告
（5）2015年度生協功労者表彰の候補者推薦について
（6）第93回国際協同組合デー・兵庫県記念大会（7/3）報告
（7） 前回理事会（4月6日）〜6月上旬までの兵協連行事・活

動報告
（8）兵協連「平成27年度消費者支援功労者表彰受賞」について
（9）2015年度兵協連主要スケジュールについて

生　協　名 役職名 氏　名

コ ー プ 自 然 派 兵 庫 専務理事 前 田  陽 一

神 戸 大 学 生 活 協 同 組 合
理 事 長 湯 淺  英 男

専務理事 坂 本  安 弘

兵庫県立大学生活協同組合 理 事 長 梅 野  巨 利

生　協　名 役職名 氏　名
神 戸 市 立 工 業 高 等
専 門 学 校 生 活 協 同 組 合 理 事 長 寺 田  雅 裕

生 活 協 同 組 合 連 合 会
大 学 生 協 阪 神 事 業 連 合 専務理事 末 松  泰 信

宝 塚 医 療 生 活 協 同 組 合 専務理事 日 高  　 誠

● ● ● 単 協 人 事 ● ● ●

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活
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兵庫県農協青壮年部協議会Ｊ
ＡJF 兵庫漁連Ｊ

Ｆ

オーストラリア牡蠣養殖技術
セミナー・交流会を開催

〜西播地区のカキ生産者と意見を交わす〜

「第59回通常総会」を開催
県内組織活動強化を目指す

国内外で養殖カキ
の品質が良く高い評
価を受けるオースト
ラリアは、東日本大
震災で壊滅的な打撃
を受けたカキ養殖
と、年々減少する漁

業者数に歯止めが掛からない日本の現状に、少し
でも貢献できればと、全国のカキ産地を訪問し、
技術交流や人的交流をとおして支援する「長期的
パートナーシップ」の構築を図っており、すでに
宮城県、東京都、広島県などでも同様のセミナー
を開催しています。 5 月13日㈬、県内でカキ養殖
を行っている生産者や試験的にカキ養殖に取り組
んでいる生産者を対象に、同国のカキ養殖の方法
や技術などを紹介し意見を交わす「オーストラリ
ア牡蠣養殖技術セミナー・交流会」が JF 赤穂市
会議室で開催され、カキ生産者のほか JF・行政
の担当者ら約70名が集まりました。

同国のカキ養殖業者“シェルフィッシュ カル
チャー”のスコット パーキンソン氏によると、
オーストラリアでは 3 種類のカキが養殖され、マ
ガキは1947年に日本からもたらされたとのこと。
恵まれた海域環境とその保全が行われるともに、
自動化された養殖技術、安定した生産で海外へ輸
出も行う種苗から生み出される同国の高品質なカ
キは97％が殻つきで、マガキは2013年度では約
8,100トンの生産量があるそうです。質疑応答では、
養殖環境や稚貝などについて多くの質問があり、
終了後にも個
別に質問する
漁業者の姿が
見受けられ、
関心の高さが
うかがわれま
した。

兵庫県農協青壮年部協議会は 4 月24日、兵庫県
農業会館で「第59回通常総会」を開催しました。
総会には、県内の 5 組織の代表者をはじめ各連合
会からの来賓、事務局等24人が出席。26年度の活
動報告や27年度の活動計画など 4 議案が全て承認
されました。

平成27年度の重点項目として、①組織活動強化
②農業経営に関する学習活動③農政問題の共有を
挙げました。組織活動強化の取り組みでは、JA
青壮年組織の活動の活性化に向けて他組織・他団
体との交流活動を行います。

新役員には、委員長に原智宏氏（JA 丹波ささ
やま青年部）、副委員長に井上幸一氏（JA 兵庫南
青壮年部会）、監事に植田博成氏（JA たじま青壮
年部）が選出されました。

原新委員長は「新役員と県内の JA 青壮年組織
盟友の皆さんと共に、県内組織活動強化にベスト
を尽くしたい」と今後の抱負を語りました。

平成27年度県青協役員の原委員長（中央）、井上副委員長（左）、
植田監事（右）

「日本のカキ養殖の発展に貢献した
い」とするパーキンソン氏

大勢のカキ生産者が参加しました
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最近の消費生活相談事例

賃貸アパートの申込時に支払った手付金

事　例

賃貸アパートの部屋を探すために不動産業者を訪ねた。そこで 3DK のアパート
を紹介された。「このような良い物件は、なかなかない」と言われ、8 万 2 千円を
手付金として振り込んだ。しかし、インターネットで検索したところ、自分の物
件と同じと思われる物件がより安く掲載されていたので、申込みを断りたい。支
払った手付金は返金してもらえるか。

【アドバイス】
賃貸借契約を申し込む際、申込金・手付金・内金・予約金などの名目で一定の金銭（預り金）

を求められることがあります。契約前に申込みの撤回（キャンセル）を申し出ると「既に貸主の
承諾を得ているので、返金できない」などと不動産業者が預り金の返金を拒否するケースが少な
からず見受けられます。

そもそも賃貸借契約の場合、契約の成立前に宅地建物取引業者から当該物件の重要事項につい
て説明を受けた上で、書面が交付されることになっています。

賃貸借契約の成立前に支払われた金銭は、名目を問わず、すべて預り金とみなされます。そのため、
契約成立前に預り金を渡していた場合、申込み順位確保のための証拠金として収受されるにすぎ
ず、預り金の支払いにより契約が成立するわけではありません。よって、キャンセルした場合には、
事業者は預り金を返金しなければなりません。

相談者の場合、重要事項について説明を受けていなかったことから、手付金は契約成立前に支払っ
た預り金と考えられます。そこで、相談者には不動産業者に返金を申し入れるよう伝えました。

トラブルを防ぐためには、契約成立前に預り金を求める事業者には注意し、どうしても預り金
を支払わなければならない場合には、契約の締結に至らなかった場合は返金される旨を明記して
もらうことが大切です。困ったときはお近くの消費生活相談窓口に相談してください。

 （兵庫県生活科学総合センター）

兵協連だよりをご覧のみなさま。こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費
者ネットの吉江です。

さて、5月に、ひょうご消費者ネットは、トレーニングジム運営のライザップに対して
申入れを行いました。この申入れは、新聞記事やテレビニュースにも取り上げられたので、
ご存知の方もいらっしゃるのではないでしょうか。

何を求めたかというと、テレビコマーシャルやホームページ、パンフレット等の広告で「30日間全額返金
保証制度」の記載を削除するよう求めました。

ライザップの会則では「ライザップが承認した場合には、全額返還します」と定められています。確実に
返金がされるという意味での「返金保証」との広告の文言とは矛盾しています。

6月18日、ライザップから上記の会則を撤廃するとの回答がありました。申入れに対して、自主的に会則
を改訂したことはよかったと思います。現在、回答の内容について精査し、対応を検討しています。

今月号もお読みいただき、ありがとうございました。来月号は、違ったお話をしたいと思います。
（ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078-361-7201　E-mail：office@hyogo-c-net.com連　絡　先
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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今
年
も
会
員
生
協
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ

り
、
第
65
回
通
常
総
会
を
無
事
、
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

昨
年
に
引
き
続
き
2
回
目
の
総
会
の
“
司
会
”

を
任
命
さ
れ
、
直
前
ま
で
「
つ
う
じ
ょ
う
そ
う

か
い
、
つ
う
じ
ょ
う
そ
う
か
い
…
」
と
、
ち
ょ

っ
と
苦
手
な
単
語
を
ブ
ツ
ブ
ツ
…
唱
え
て
（
？
）

い
ま
し
た
。
☆
先
日
、
兵
協
連
は
「
消
費
者
支

援
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
歴

代
の
会
員
生
協
の
み
な
さ
ま
と
兵
協
連
と
の
歴

史
の
重
み
、
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
す
。
さ
て
、

こ
れ
か
ら
も
「
運
動

4

4

不
足
」
に
な
る
こ
と
な
く
、

し
っ
か
り
と
「
生
協
運
動

4

4

」
の
取
り
組
み
を
続

け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
中
尾
）
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県
民
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け
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み
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ー
ル
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月
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第
2
回
生
協
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動
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会
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この度、お陰様で無事定年を迎え、兵協連専務理事を退任
することになりました。2012年4月に兵協連に着任するまで
は生協大会や国際協同組合デー兵庫県記念大会などの行事しか知らなかった
私ですが、行政の皆様、会員生協の皆様に多くのことを教えていただきまし
た。とりわけ、兵協連役員の皆様には「愛と協同」の精神で温かくご指導い
ただきましたこと、心から感謝を申し上げます。

3年間事務局を担い確信を持ったことが一つございます。それは「協同組
合間連携」が最も重要だということです。これからも兵協連が会員生協だけ
でなく、農協、漁協、森林組合も含めての協同、連携に寄与されますことを
心から願っています。

皆様、本当にありがとうございました。

この度の人事異動で、コープこうべ大阪北地
区活動本部より着任いたしました野間誠と申し
ます。1975年の入所以来、多くの組合員様をはじめ、生協の仲
間の皆様に育てられ、支えて頂きながら生協運動をすすめてま
いりました。

今後は、兵庫県の県民の皆様に『生活協同組合（生協）があっ
てよかった。生協があるまちでくらしたい。くらし続けたい』
と思っていただけるよう、兵庫県生協連の会員の皆様とご一緒
に、生協運動の発展に尽力してまいる所存です。

会員生協皆様のご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い申し上げ
ます。

●退任のご挨拶 ●就任のご挨拶
三 宅  康 平 野 間 　 誠

兵庫県生活協同組合連合会は、消費者庁「平成
27年度消費者支援功労者表彰」の「内閣府特命担
当大臣表彰」を受賞いたしました。
「消費者支援功労者表彰」は、消費者利益の擁

護及び増進を図ることを目的に、各方面で活躍さ
れている方々を表彰する制度です。

今回の受賞は、「地域に根ざした活動を行い、自
立した消費者の育成に向けた活動を兵庫県と協働
して推進したこと」。消費者問題に関する学習会や
毎年 3 月に開催する一般消費者の消費者問題に対
する理解を深めるための「消費者セミナー」、弊機
関誌『兵協連だより』の消費者トラブル情報の掲載、
また、兵庫県と協定を結び会員生協とともに消費
者教育を行ったことなどが評価されました。

5 月26日㈫、首相官邸において表彰式が行われ、
兵庫県生協連を代表し、寺尾 善喜 副会長が授賞
式に出席いたしました。安倍総理及び山口大臣か
ら、内閣総理大臣表彰（ 3 個人、 2 団体）及び内

閣府特命担当大臣表彰（11個人、 7 団体）の受賞
者一人ひとりに表彰状が手渡されました。

兵庫県生協連では、この度の受賞を契機として、
さらに会員生協のみなさまと、地域の組合員とと
もに安心して暮らせる消費者市民社会づくりに取
り組んでまいります。

兵庫県生協連
平成27年度消費者支援功労者表彰を受賞

山口大臣から表彰状を授与される寺尾副会長

8

兵
協
連
だ
よ
り


